
                                                                                                                     様式２ 
 

国立大学法人京都大学の中期目標（又は中期計画）新旧対照表 

 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

別表１ 学部、研究科等及び収容定員 

 

学部 

医学部 １，０９３人 

 

（収容定員の総数） １１，６６７人 

          
研究科等 

情報学研究科 ６６０人 

 

（収容定員の総数） 

博士後期課程 ２，６０７人 

 

                          
 

学部 

医学部 １，０９６人（Ｒ７設置） 

 

（収容定員の総数） １１，６７０人 

          
研究科等 

 情報学研究科 ６７５人 

 

（収容定員の総数） 

博士後期課程 ２，６２２人 

 

 

 

〇医学部医学科における臨時入学定員増及び

情報学研究科博士後期課程における入学定員

増に伴う学生収容定員の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表２ 国際共同利用・共同研究拠点、共同利用・

共同研究拠点、教育関係共同利用拠点 

 

国際共同利用・共同研究拠点 

化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際

グローバル研究拠点（化学研究所） 

 

数学・数理科学の国際共同研究拠点（数理解析研究

所） 

                          
 
 
国際共同利用・共同研究拠点 
化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際

グローバル研究拠点（化学研究所） 
 
数学・数理科学の国際共同研究拠点（数理解析研究

所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

共同利用・共同研究拠点 

人文学諸領域の複合的共同研究国際拠点（人文科学

研究所） 

 

（中略） 

 

自然災害に関する総合防災学の共同利用・共同研究

拠点（防災研究所） 

 

理論物理学研究拠点（基礎物理学研究所） 

 

先端経済理論の国際的共同研究拠点（経済研究所） 

 

（後略） 

 

 

教育関係共同利用拠点 

人と自然のつながりを学ぶ森林フィールド教育共同

利用拠点（フィールド科学教育研究センター芦生研

究林・北海道研究林・上賀茂試験地）＜令和６年度

末まで＞ 

 

（後略） 

 
理論物理学国際研究拠点（基礎物理学研究所） 
 
 
共同利用・共同研究拠点 
人文学諸領域の複合的共同研究国際拠点（人文科学

研究所） 
 
（中略） 
 
自然災害に関する総合防災学の共同利用・共同研究

拠点（防災研究所） 
 
 
 
先端経済理論の国際的共同研究拠点（経済研究所） 
 
（後略） 
 
 
教育関係共同利用拠点 
人と自然のつながりを学び創る森林フィールド教育

共同利用拠点（フィールド科学教育研究センター芦

生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地）＜令和１

１年度末まで＞ 
 
（後略） 

 

〇これまで共同利用・共同研究拠点であった

ところ、令和７年度からは国際共同利用・共

同研究拠点として認定され、併せて拠点名が

変更となったため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和６年度に行った継続申請により、教育

関係共同利用拠点としての認定期間が更新さ

れ、併せて拠点名が変更となったため 
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